
問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
よ
り

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
公
共
空
間
等
の
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

の
象
徴
と
し
て
整
備
さ
れ
る
沼
津
駅
と
そ

の
周
辺
は
、
単
な
る
鉄
道
の
玄
関
口
で
は

な
く
、
市
民
が
誇
り
や
愛
着
を
感
じ
、
観

光
や
仕
事
で
訪
れ
た
人
々
に
と
っ
て
も
印

象
に
残
る
よ
う
、
沼
津
ら
し
さ
を
取
り
入

れ
た
特
徴
的
な
公
共
空
間
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
駅
舎
を
含
め
た

駅
前
広
場
や
高
架
下
の
公
共
空
間
は
、
市

民
や
来
訪
者
な
ど
多
く
の
人
々
が
集
い
、

憩
い
、
安
ら
ぎ
、
交
流
す
る
拠
点
と
し
て
、

問
子
供
食
堂
や
障
が
い
者
就
労
施
設
等

を
運
営
す
る
地
域
貢
献
団
体
等
と
空
き
家

所
有
者
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
地
域
貢
献

型
空
き
家
利
活
用
事
業
を
行
う
考
え
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
本
事
業
は
、
空
き

家
の
解
消
と
地
域
の
活
性
化
の
双
方
が
図

ら
れ
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
参
考
に

な
る
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
実

施
に
向
け
て
は
、
地
域
貢
献
団
体
が
希
望

す
る
条
件
に
合
う
空
き
家
を
見
つ
け
る
た

め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
の
構
築
や
不
動
産

仲
介
業
者
等
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

今
後
は
官
民
連
携
に
よ
り
空
き
家
の
新
た

な
利
活
用
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
が
本
格
的
に
動

き
出
し
た
こ
と
に
伴
い
、
中
心
市
街
地
に

お
い
て
、
①
用
途
地
域
を
見
直
す
考
え
は
。

②
バ
ス
路
線
を
再
編
す
る
考
え
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
①
現
在
、
沼
津
駅

周
辺
総
合
整
備
事
業
の
進
展
と
合
わ
せ
、

中
心
市
街
地
を
ヒ
ト
中
心
の
空
間
へ
と
再

編
し
て
い
く
た
め
に
、
中
心
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
戦
略
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
本
戦
略
で
は
、
中
心
市
街
地

に
近
接
す
る
車
両
基
地
跡
地
に
つ
い
て
、

市
役
所
や
広
域
的
な
医
療
施
設
な
ど
、
公

共
公
益
施
設
の
立
地
可
能
性
を
検
討
す
る

問
六
月
二
日
の
大
雨
時
の
排
水
機
場
の

不
具
合
を
受
け
、
排
水
機
場
の
管
理
運
営

体
制
を
見
直
す
考
え
は
。

答
建
設
部
長
／
現
在
は
、
排
水
機
場
の

近
隣
住
民
に
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
が
不
具
合
で
停
止
し
た
場
合
に
は
、
専

門
業
者
や
職
員
が
現
地
に
赴
い
て
手
動
で

稼
動
さ
せ
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
今
回

の
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
停
止
に
つ
い
て

は
、
検
証
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

操
作
員
の
体
制
の
在
り
方
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。

と
し
て
い
る
。
今
後
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、
用
途
地
域
の
変
更
の
必
要
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
②
本
事
業
に
よ
り
、

南
北
の
市
街
地
が
一
体
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
都
市
計
画
道
路
や
高
架
側
道
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
と
そ
の
周

辺
地
域
は
、
快
適
な
街
路
空
間
で
行
き
来

が
可
能
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
バ
ス
路
線

の
再
編
や
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し

た
移
動
手
段
の
充
実
を
図
り
、
中
心
市
街

地
と
各
地
域
拠
点
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
、
市
民
や
来
訪
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

問
防
災
拠
点
で
あ
る
市
庁
舎
は
洪
水
時

の
浸
水
想
定
が
最
大
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

が
、
非
常
時
の
各
設
備
の
浸
水
対
策
は
。

答
財
務
部
長
／
本
市
で
は
、
水
道
水
受

水
槽
・
受
変
電
設
備
を
庁
舎
地
下
に
、
非

常
用
発
電
機
を
地
下
及
び
屋
上
に
設
置
し

て
い
る
。
浸
水
対
策
と
し
て
、
地
下
設
備

の
移
設
や
非
常
用
電
源
稼
働
の
た
め
の
備

蓄
燃
料
の
増
量
を
検
討
し
て
い
る
が
、
庁

舎
の
ス
ペ
ー
ス
や
構
造
等
の
課
題
か
ら
、

い
ま
だ
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
、
非
常
用
電
源
の
確
保
や
浸
水
対
策
な

ど
、
発
災
時
の
業
務
継
続
性
の
確
保
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

小
澤
　
　
隆

小
泉
　
宣
子

井
原
　
三
千
雄

山
下
　
富
美
子

鉄道高架で新たに生まれ変わる
公共空間等のデザインは

地域貢献型空き家利活用事業を
実施する考えは

鉄道高架事業の進展に合わせ
用途地域を見直す考えは

排水機場の管理運営体制を
見直す考えは

一 般 質 問市政について問う！

問
本
市
西
部
地
域
の
常
襲
浸
水
地
域
に

お
け
る
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
の
対
策
は
。

答
建
設
部
長
／
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

水
災
害
に
備
え
る
た
め
、
県
と
市
が
主
体

と
な
り
、
令
和
四
年
十
二
月
に
沼
川
（
高

橋
川
）
流
域
治
水
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

沼
川
（
高
橋
川
）
水
災
害
対
策
プ
ラ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
な
対
策
と

し
て
は
、
排
水
機
場
の
増
強
や
井
戸
川
雨

水
貯
留
池
の
整
備
等
を
進
め
る
ほ
か
、
東

部
前
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
継
続
的
に
実
施

す
る
。
ま
た
、
沼
川
新
放
水
路
の
早
期
完

成
に
向
け
、
今
後
も
国
・
県
に
対
し
強
く

要
望
し
て
い
く
。

利
便
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね
備
え
た
公

共
空
間
と
な
る
よ
う
、
市
民
や
有
識
者
等

の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問
市
役
所
業
務
に
お
け
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
活
用
に
対
す
る
考
え
は
。

答
政
策
推
進
部
長
／
現
在
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
業
務
で
活
用
す
る
上
で
の
有
効

性
や
課
題
等
を
整
理
・
検
証
す
る
た
め
実

証
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
業
務
で
の

活
用
が
効
果
的
で
あ
る
か
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
継
続
的
に
使
用
す
る
場
合
は
評

価
結
果
を
庁
内
で
共
有
し
、
業
務
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
。

ぬまづ市議会だより��№ 241＊ 6


